
平城宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡、発掘調査部は， 1987年度に，平城宮跡内では朝集殿南西の兵部省推定地区，内装束

方の造酒司推定地区なと17件(宮北方遺跡を含む)，平城京域内では左京三条二坊七 ・八坪(長

屋王宮)などの 7件，及ひ酒大寺など寺院6件、言|・30件の調査を実施した。

1.平城宮跡の調査

兵部省地区およびその北方(第175・185次)の調査 奈良シルクロード博覧会の開催に伴ない，

近鉄線上に設置された跨線橋の工事々前調査として行なった。調査区は、第 l次・第2次朝堂

院地区の中間南方にあたり，線路南側を 175次， 北~!IJ を 185次として設定した。

兵部省地区の調査 175次調査では， 167次調査でその南辺を検出していた朝集殿南西官街の西

辺の築地塀を検出し，当該官街が兵部省であることがほぼ確実となった。

A期 藤原宮式の軒瓦を含む整地土で調査区全域に及ぶ整地を施し 築地塀5A13030Aによ

って官街減を設定すると共に，内部にさらに整地を行なう。堀立柱塀5A13020で内部を南北に

区画し，北に l棟の東西棟礎石建物 5813000，南に 2棟の南北棟礎石建物5812980・12990を配

す。 5A13030Aは基底幅7尺と推定され，西側に雨落機5013025を伴なう。2ヶ所に門 5813040，

5813050を|羽き. 5813040の前で 5013025は西側に張り出す。東西堺 5A13020は，柱問 8尺

(204m)で，西 1・2の柱穴には径30cmの柱根をとどめる。 北側雨落溝5013006は築地下創l音

渠で抜けて調査区西方の大様 503715に注ぐ。 5813000は桁行3間，梁行2簡で，東南11再柱と東

妻柱の礎石が原位置に残る。周囲には雨落iflf.が巡っており，河原石が落ち込んでいるので，雨

葛石一段程度のごく低い基壇を形成していたと考えられる。 5812990は礎石根石を， 5812980は

北妻柱列の礎石据えつけ穴を検出し，梁間規模は相等しい。5812980・12990の東側柱列は柱筋

がそろい，東には共通の雨務構

50129957ド通る。また 5812980は，

門5813040の中心線を軸として，

5812990と南北対称、の位置に配置さ

れたと推定される。 門5813040の

中心線と東西塀 5A13020との距離

は75尺 (22m)である。

B期 築地塀 5A130208は， 5A 

13020Aの東内側に，礎石列を付加し

て柱を建て，屋根を茸きおろして廊

状の構造としたもので，雨落百年

501却10を伴なう。礎石は築地心から平城宮跡発掘調査位置図
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10尺 (3m)をへだてて， 11尺 (3.3m)等聞に配され，調査区北方3ヶ所に残存する。礎石周囲に磯

や瓦片を詰めて根固めとする。3棟の建物は存続し， SAl30却をとりはらう。

以上，内部に礎石建物を配し，築地で固まれた官街の存在が明らかになった。東西規模は250

尺 (74m)，南北規模は SB13040が西面中央に聞くと仮定すると350尺(103.6m)となる。この

官街は，すでに報告されている「兵部」・「兵厨」などの墨書土器や，造兵司や考課に関わる

木簡などの周辺の出土造物及びその位置から， 167次調査で推定した通り兵部省に比定される。

平安宮の宮城図では朝堂院(八省院)の南面西に兵部省が位置しており，さらに『西宮記』に，

兵部省の築地は「片縮」と記されているのは，上記 SA13020Bの形式を平安宮においても引き

継いだものと理解される。ちなみに，壬生門をはさんで本官街と対称の位置にある築地のー画

は式部省に比定される(165次調査，年報1986)が，やはり築地の内側に礎石列 (SB12020)を

検出しており，兵部省と同じく「片廟」の廊を設けていたことがわかる。
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兵部省の発見は，八省クラスの官衡としては推定宮内省・同太政官に次ぐものである。その

設置年代については， SB1l980の礎石据え付け穴から平城宮土器編年町-VJ切に属す土器が，ま

たSBl3000の雨落濃からは軒平瓦6721(平城宮瓦編年田)が出土していること，また他の出土軒

瓦が，第 2次大極殿 ・朝堂院(上層)所用の軒丸瓦6225(平城宮瓦編年ill)を主としているこ

となどから，第2次朝堂院の成立と対応して考えることができるが，下層遺構の存否は，部分

的な調査に留まったためなお明らかでなく，今後式部省をあわせた両官街の内部実態の究明が

課題である。

兵部省北方の調査 本調査区は，第1次朝堂院南方広場と第2次朝集殿院との聞の南北に細長

い区域の南辺にあたり，北辺は第 1次・第2次朝堂院地区南辺を結ぶ堺あるいは築地によって

画される(171次調査，年報1986)。今回の調査で，南辺も築地塀で画す時期があることが判明

し，この区画が官街であった可能性を示した。奈良時代以前の主な遺構には，古墳時代の2条

の斜行機がある。奈良時代の遺構は， 4期にl時期区分される。

A期 調査区南方に東西訴事SD13117が掘られ，この北側に建物 SB13122・13123が，北方にや

や離れて SB13131が建つ。 SB13122の南側柱は独立した柵となる可能性もある。

B期 桁行9問、西廟付の長大な南北棟建物SB13124が建つ。

C期 第2次朝集殿院南辺の西延長位置に，築地塀SA13120が設けられ，北側にSD13121，南側に

SD13118が並行する。 SD13121は，築地北側の区画の排水路と考えられる。埋土から瓦片が多く出土し，

軒平瓦6561(平城宮瓦編年1)を含む。北方にはL字型の柱列SB13130があり.塀の一部となる可能

性もある。

D期 南北棟建物SB13125，その北東に北踊付東西棟建物 SB13125が配され，この時，築地塀

はとりはらわれていたと考えられる。 SB13125柱抜取穴から軒丸瓦6282G(平城宮瓦編年IY)が

出土した。

築地塀 SA13210の設置年代は，第 l次朝堂院の区画施設が掘立柱塀から築地塀に改作された

時期に対応すると考えられるが，土器などの伴出造物が少なく，その特定は今後の課題である。

日A 日P
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造酒司地区(第182次)の調査 平城宮跡遺構覆屋東に駐車場を設けるための事前調査として行

なった。内装の東方，造酒司と推定された第22次(北)調査区の東に接した位置にあたる。以

下， 22次調査検出遺構とあわせて遺構の変遷を述べる。

A期 覆屋付の井戸 SE3149の東に南北塀 SA3041をへだてて 3棟の建物 SB2976・13155・

13151が配される。SA3041の北方に桁行7聞の建物 SB2997が建つ。周辺北方は空閑地である。

B期 西隣の推定太政官の区画は築地塀に改められ，その北面延長位置に築地塀SA3000が設

けられて，この地域の北側を画し， 2間の門 SB13260を聞く。井戸 SE3149の東に，やはり礎屋

を持つ長方形の井戸 SE3046が設けられる。井戸の東方には塀 SA3041をへだてて南北両踊付の

建物 SB13180を建て，北方築地塀との問に 3棟の建物SB3004・SB13210・SB13240が，南方に，

南北棟建物 SB2980，及び塀 SA2975・13170で区画された建物 SB13160が配される。

C期 北面の築地に聞く門 SB13261は桁行 l聞に縮小される。 2基の井戸は存続し，その南

方に大規模な南北棟建物 SB3011及びそれに接続する塀SA3023によって一区画が形成される。

東方も南側lに雨落構 SD13190を伴う東西塀 SA13200，コの字形に連なる塀 SA2988・2972・

13165などによっていくつかの区画に分割され，建物 SB13205・13175.2977・13150が配される。

SB3011とSB13150との聞には，新たに周囲を玉石列で限った井戸 SE2966を設ける。北方には土

織が掘られ，機能の主音rsは南方に移る。

以上のうち，造酒司推定を裏付ける遺構として注目されるのは， B期の建物 SB13210の内部

北寄りに，南北3列，約1.2mの間隔で設けられた，径30-40cm，断面すり鉢状を呈する29個の

小穴群 SX13215である。これは聾を据えた跡と推定される。 22次調査で出土した木簡に，この

ような据えかたの記載 (r三候七鼠水四石五斗九升J)を持つものがある (r平城宮木簡二J)。遺

物は.北方の土臓を中心に平城宮土器編年町-v期の土器が，また SB13180の周辺から軒丸瓦
6133・6282及ぴ腎平瓦6721(平城宮瓦編年lV)が集中して出土している。従来の知見とあわせ，

A期は奈良時代前半に， B. C 期は奈良時代後半以降に位置づけられよう。
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内裏東北関(第187次)の調査 バス停留所の上屋改築にともなう事前調査である。現在までの内装

地区の調査成果により，内装の規模と周囲の区画施設は， 1)一辺長6∞尺の正方形，倒立柱。2)北面

を30尺，南面を印尺南へ移動，南北長630尺，掘立柱。3)2)を踏襲，築地回廊。の3Wlの変避をとげ

たことが明らかにされている。本調査区は上記 2) ・3)の時期の東北隅部分にあたる。調査の結果，

一部後世の削平を受けた場所をのぞいて，掘立柱塀柱掘形と，築地回廊の基壇土，寄柱礎石，回廊礎

石据えつけ穴を検出した。

東面掘立柱塀SA印95は31m分を検出。柱聞は10尺等|別である。内装設置当初からの東面区画施設

で，調査区内南から 3番目の柱から， 2) !~jの北面掬!立柱塀 SA6侃1が発する。

北面掘立柱塀SA6061は14間分を検出。柱間は10尺等聞で，調査区内西から 3番目の柱抜き取り穴か

ら，軒丸瓦6311A(平城宮瓦編年日期)， !専などが出土。従来知見の少なかったこの塀の様相が明らか

となり，また造物によって，孔期の築地塀SC田Oの築造年代にも手がかりを与えた。

築地回廊sc侃0・156は中央練通りを築地とした複廊で，凝灰岩切石で外装した低い基j宜があり，柱
は礎石建，築地寄柱にも礎石を備える。東西のSC156は地存状況が悪いカミ北而のSC侃0には基塩土

か'3O-40cm残存すると共に，礎石据えつけ穴が10問分検出された。柱l旬寸法は東面梁聞に対応する東

端2閉が13尺 (3.部m)，以西は3.95mとなる。築地容柱礎石は7ヶ所に残り，凝灰岩製で方45cm・厚

25cm，中央に方8-12cm，深さ 6-9cmの孔を苦手つ。寄柱の桁行心々距離は13尺 (3.邸m)。築地心か

ら柱までの梁間寸法は13尺 (3.85m)である。

なお，調査区の西3/4で市庭古1貨の周濠を検出した。深さ1.1m，底面は西下がりにゆるく傾斜し，

葉掘のままである。外提西斜面は，径15-20cmの石を並べて裾石とし，以上に小さめの石を茸く。茸

石の方法は，斜面下から上へ径1O-15cmの石をー列に並べて区画線とし，その聞に径5-10cmの石を

敷きつめる。茸石の傾斜角度は約31"である。タい是の西南入|判部分は第11次調査で検出しており，今

回の調査とあわせて南面周誌の東西長治f約お3mであることが判明した。周濠の埋土から円形出物底

板と少吐の地輪片が出土した。
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朱省門東部(第157次補足)の調査 第157次調査(年報1985)で行ない得なかった，第1次朝堂院東

の大百年SD3715と，南面築地大垣SA笈削との交点の様相の解明を主目的として行なった。 157次調査で

は，大講が大垣下をH音渠で抜けると推定したが，今回，大垣下に当たる部分の東西両岸に5本の柱根

と護岸の角材，さらに護岸として投げ込まれた石群を検出し，これらの状況からは暗渠の存在は肯定

し得ず，大織は開渠で宮外へと抜けた可能性が高くなった。その場合はここで大垣は途切れていたこ

とになるが，これに代わる何らかの閉塞施設があった可能性を残す。大海は大きく 3時期に分かれ，

開削当初は素堀りで，次の時期に大垣部分に柱と角材による護岸を行ない，幾度かにわたって石を投

入して護岸の補強をしている。さらに中世以前の時期に石で流路方向を人為的に西に移した形跡がみ

られる。また，大溝東岸に並行して検出された堺SA1l7∞は，大垣に近接した位置まで伸びること，

この柱を抜き取った跡に，犬走りの築成が，大垣本体と一連の工程で行なわれたことが判明した。こ

の結果，この周辺の主要遺構では，

大垣北約16mの東西塀SA1765が最も

先行し，次いで南北塀SA1l71∞，さ

らに築地大垣 SA笈削の順となる。

SA1765が大塩築造前の宮南面閉塞施

設であった可能性が強まったといえ

ようが，この塀は南北に足場穴を伴

いながら，柱穴に明僚な柱痕跡、ある

いは抜取り痕跡、を留めず，東方にど

こまで伸びるかということと共に，

解明すべき点を残している。

平城宮北方遺跡(第1回・19次)の調査

教行寺納骨堂建設に伴う事前調査で

ある。調査地は平城宮西北隅から北

方約170mに位置する。検出した遺構

は土塁及び東西溝各1である。

Wl叩
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朱雀門東部地区遺構図

土塁SX13沼7は，現状の東西土塁状高まりの南半で約O.8mの積土を確認した。その上に近年の盛土

が約O.8mある。旧土塁は堀込地業を行なわずに旧表土上に直接積み，版築の形跡、はなく，積土中に

埴輸を含む。東西梅SDl32邸は，調査区西半にあり，幅，o.8m.深さO.8mで，堆積層から埴輪や奈良

時代土器 ・瓦が出土した。土塁の年代については，遺物から古墳時代を上限とすることがわかるのみ

で，直接の手がかりはないカ~. 1)北方の佐紀盾列古墳群に関連するもの.2)東西様SDl3286を南雨

落瀞とする奈良時代の築地塀.3)東方に推定される超昇寺域に係わる施設，などの可能性が考えら

れる。 (松本修自)
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2.平城京跡の発掘調査
。。

。。。

開

平城京発掘調査位置図

左京三条二坊ー・ニ・七・八坪(第184次・ 186次)の調査 「そごうデパート」建設地の事前調

査で，約40000m2の敷地のうち.30000m2以上を 2年半で発掘する計画の第2年次にあたる。調

査は，前年度に行なった第178次調査区の北方に接して，約6000m
2の広さで第184次調査区を，

さらにその西方と，東西に走る市道をはさんだ北側の2か所に，約5350m2の広さで第186次調査

区を設定して行なった。第178次調査では，奈良時代初めに 2町以上の敷地を占める宅地が存在

することが明らかとなっており，かっその中心地がさらに北方にあることが推測されていた。

今年度の調査により，敷地がさらに4町に広がることが確認され，中心的な建物群を検出する

ことができた。また，調査区の一面にある井戸から「長屋皇宮」と記した木簡が出土し，この

広大な敷地をもっ宅地の主が，奈良時代の初めに権勢をふるい，左大臣の地位にのぼりながら，

藤原氏の陰謀によって悲劇的な死を遂げた長屋王であったことをほぼ確定できた。それと共に，

七坪のほぼ全域を完掘し，二坪の一部にも調査を進めることができ，平城京内の宅地利用の実

態の解明に貴重な例を加えることとなった。発掘調査は現在も進行中であり，ここでは1987年

度末までに得た知見をもとにして報告する。
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検出した遺構は，掘立柱建物117棟以上，掘立柱塀40条以上，構35条以上，井戸24基，坪境小

路2条，及び多数の土臓などである。これらの遺構は全て奈良時代以降のもので，敷地の大小

により A期-D期の変避をたどる。

A期 奈良時代前半である。坪境小路がなく， 4町を一体として使っていた時期。長屋王の

邸宅の時期にあたる。掘立柱塀によって敷地をいくつかに区画し，その内部に大規模な建物を

配置する。 A期は，さらに A1期-A3期の変避をたどる。

A1 期は，東西塀 SA040と南北塀 SA030により敷地内を区画する。SA030は第186次調査北区

で北への延長を検出しておらず，未調査の市道部分で西方に曲がり，第186次調査西区で検出し

た塀 SA201に続くものと思われる。区画内には，敷地の中央やや西南よりに S8210が建ち，こ

れが主殿になる。桁行 7UfI，梁間 5聞の南北に庇を持つ掘立柱建物で，柱問の寸法は，桁行で

は中央の 5聞が10尺，両端聞が14尺，梁間は10尺等間となり，桁行の中央3間分に床束がある。

身舎の梁間が3聞であることから，格式の高い建物である。東脇殿 S8160とその東方の南北棟

S8150は，荷の委を揃える。S8160の身舎の西の但IJ柱は，条坊計画による二坪と七坪の中心線上

にある。{也には， S8038， SB058， S8168などカfある。

A2期は掘立柱塀による区画と建物配置が一変し，最も整然とした配置となる時期である。敷

地内の区画は，南北塀 SA120を東阪とし，東西塀 SA070が南限となる。 SA120は，七坪におけ

る条坊計画上の東西の中心線上に位置し，第186次調査北区で更に北方に延びることを硲認して

いる。A1期で敷地内の区画の北限をなしていた塀SA201はそのまま存続し，それと SA190，

SA191， SA200によって通路状の区画をつくる。また， SA070の南には， SA031， SA032， SA033 

に固まれた一面が付属し，その中に S8027，S8038がある。SA033は， SA070を越えて更に北に

続き，大きな区画内を東西に分ける。西の区画内では，主殿 SB21O，東脇殿 S8160は存続する

が， S8150は取り壊され， S8154を建てる。東の区画には， S8066， S8071 ， S8100， SB101， 

SB124， S8125， S81143が建ち並ぶ。S8100は，桁行8間，梁間 4聞の四面に庇がつく格式の高

い建物で，北方の一回り小さい S8101と一体になった双堂形式の構造となる。

A3期は，A2!切の配置をほぼ踏襲するが，双堂の後殿SB101を取り壊して SA133をつくり，

更に SA090，SA091， SA134などを設けて，敷地内を小さい区画に分割する。それにともなって

多少の建物を建て替える。

B期 奈良時代中頃にあたる。各坪の聞に坪境小路を設け， 1町規模の宅地となる。坪境小

路の規模は，側溝心々で SF115が約 6m， SF050が約 7mである。七坪には，西端やや南よりに

二重の議によって固まれる方形の区画がある。区画内に設けた施設は検出できなかったが，本

来無かったのか，後世の削平によって失われたのかは検討を要する。また，坪の東西の中心線

よりやや東には南北瀞 SD023があり，東西方向の坪内道路 SF219まで続く。建物は，小規模な

ものが散在するだけで，配世に規格性はみられない。それに対し， 二坪では桁行7rdlの大規模

な東西棟S8217，S8218カ哨北に並んでおり，これを中心とした宅地の配置がされると推定できる。
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坪境小路西側溝 SD049Aには，底にI専を敷いた構が流れ込んでおり，築地があったと考えられ

る。また，七坪の SB160を取り壊した|祭に，西北隅の柱の抜取り穴を利用して鍛冶炉を作って

いる。遺存状況は良好で，壁面は堅く焼けており，鱗の羽口が原位置を保って出土した。造営

に関わる資材を鋳造していたものと思われる。

C期 奈良時代後半にあたる。坪境小路SF050が廃され，再び2町以上の規模の宅地になる。

敷地が4町になるかは，今回の調査では確認できなかったが， SF115の側 ì~;'iJfSF050と同じく 2

時期あることから，その可能性は否定できない。七坪の北半部とー坪にあたる部分には，小規

模な建物が建つ。二坪部分の SB214は，梁聞が3間で東に庇があり，発掘区を越えて南に延び

る。全体の配置からみて，この時期の中心的な建物は更に西方か北方にあると思われる。また，

A 期の主殿SB210があった位置に井戸 SE211をつくる。一辺約 5m，深さ3.4mの掘形の中に，

内法135cmの横板を方形に13段組み上げた井戸枠を置く。底からは，和同開弥23点，万年通宝3

点，神功開宝12点が散在して出土した。平安時代の初めまで存続する。

D期 奈良時代末~平安時代初頭にあたる。坪境小路が再び設けられ， 1町規模の宅地にな

る。二坪には，北に底の付くSB216と，その東に SB215が建つ。 SB215は桁行3間以上の南北棟

で，安の柱筋を SB216の身舎の北側柱と揃える。坪境小路西側構SD049Bの西には柱穴を l問分

検出し，ここに門があったと思われる。七坪は， D 1期と D2期の 2小JtHに分けられるが，いず

れも中心的な建物はなく，小規模な建物が散在するだけである。また，坪境小路側溝SD048B，

SD113Bに沿って柱穴列を一部検出し，築地ではなく掘立柱塀で囲っていたらしい。

出土遺物 発掘区全域にわたって多種多量の遺物が出土した。その中で，井戸の造物が注目さ

れる。 SE108からは長屋皇宮」木簡や，養老元年の紀年木簡と共に平城宮土器編年E期の土

器が出土し，平城京内における土器編年の基準資料となる。また， SE117からは猿の墨画土器が

出土した。硯の下皿に使っていた平城宮土器IIJ~l の土師器lIllA に描かれたもので，本格的な絵

を抜iく前の下絵とみられる。日本における猿の絵としては最古のものであり，美術史的にも注

目される。また， SF115の路面上の土械から， 100枚近くの和同開弥がまとまって出土した。紐

を過していた状況であり 差し銭」と しての性格をもつものであろう。

まとめ 今回の調査によって，左京三条二坊の地に 4町を占める大規模な邸宅が存在したこ

とが確定し，かっその居住者が出土木簡によって長屋王であることがわかった。平城京の発掘

調査は，広い面積を調査することがなかなかできない状況にあり，宅地内の遺構配置が明らか

になった例は少ない。また，居住者についても，文献史料から知ることしかできなかった。そ

うした中で，大規模な邸宅の実態を明らかにし，かつ出土遺物によって居住者が判明したこと

は，平城京の調査の歴史の中で画期的なことである。今後は，敷地内がいくつかの区画に分割

されていたことが明らかとなったので，各区画の性格の検討とともに，周辺の遺跡との関係が

課題となる。今後の調査の進展によって，平城京における宅地利用の実態にさらに豊かな例を

加えていくことが期待される。
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左京ニ条ニ坊十四坪(第189次)の調査 庖舗建設にともなう事前調査である。調査地は，十四

坪の南端部にあたり，東か布道三条 ・法華寺線，南を国道24号線バイパスに面する。この地は，

平減宮東院，法華寺，阿弥陀絡土院などの重要な遺跡、に近接し，西南隣の十二坪ではー町占地

で，複廊をもっ官術的建物を検出している。また.調査地の東北の第89次調査区でも大規模な

建物を検出しており，周辺で施利l瓦が採集されていたことからも大規模な宅地の存在が予想さ

れ，約1500m2にわたって調査を行なった。検出した遺構は，掘立柱建物32棟，掘立柱塀12粂，

井戸 1基，土嫌，構，瓦敷などである。これらは，大きく 4期の変遷をたどる。

A期 SB18， SB15， SB13の西の柱列と SA17が柱筋をそろえて建つ。その東には SB08，SB04， 

西にはSB24，SB30がある。

B期 調査区東半と西半に遺構が分散して建つ。2間X3問の建物が多い。

C期 十四坪の坪内中軸線上の SA21により区画をする|時期。更に 2小期に分けられる。

C1 期には， SA21の柱聞が7尺等聞である。西の区画には西庇付南北棟SB29，東西棟SB39，

SB43がある。東の区画には， SB03， SBIO， SA19がある。SB10は第89次調査で東委を検出して

おり，桁行7間，梁IIn3間の南庇付東西棟になる。

C2期は， SA21を同じ位置で6尺等間に改作し，建物配置も変える。総柱建物 SB2QにはSA21

が取り付く。西の区画の SB43は，位置をやや南にずらして SB42に建て答える。東の区画では，

SB10はそのまま残るが， SB03を南北棟SB01に建て替える。

D期 東西棟SB27と総柱建物SB16を中心とする時期。更に3小期に分けられる。

01)切は，調査区西端に SB41があり，東妻にSA34，46がとりつく。 SB05，SB16， SB27は北

の側柱の筋を揃える。

02 J切には， SA34， SA45をそれぞれ， SA33， SA47に改作する。 SB41は取り壊され， SA33の

西に SA37をつくる。
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D3期は.S805を取り壊し.SA02. SAll， SA09による区画をつくる。西には， S836， S844 

が西の側柱を揃えて建つ。S836の西には，井戸SE40を捌る。SE40は，板の側面をほぞで固定す

る縦板組みで，平面が正十五角形となる。井戸枠内の最下聞から，地銀に使ったとみられる万

年通宝が出土した。奈良時代末に掘られ，平安|時代の初頭まで存続する。

E期 鋳造関係地物を廃楽した士服と平安時代以降の桃がある。

出土遺物 奈良時代のものでは， SE40から出土した q酋」 品書土器や， 唐草文を|怠刻した須

恵器が注目される。唐草文須恵器は，杯の身と聾の破片があり，平城京内からの出土は初めて

の例である。

また，奈良時代の整地土の下層をさらに掘り下げたところ，遺構商から約50cm下の砂混じり

黄褐色粘土府，背黄褐色粘土l百から旧石器が出土した。奈良設地の低地からは初めての出土で

あり，部分的に発掘区を設定して訓査したところ， 3か所に直径2-3mの集中区がある状況

が確認できた。刺片には自然面を残すものがあり，剥片岡士に接合関係がみられることから，

この場所で石器の製作を行なっていたと推定できる。組成中にはナイフ型石器をも含み， 年代

的にかなり古いと見られるとともに，姶良火山灰より下より出土したことが注目される。

左京四条一坊十五坪(第183-1次)の調査 十五坪の西北側に近い部分の割査。倒立柱建物 5棟，

掘立柱塀7条を検出した。これらは， 奈良時代から平安時代の初頭にかけて 4JYJの変遷がたど

られる。

右京一条二坊六坪(第183・14次)の鯛査 西二坊々 |笥路とその両側織を検出した。道路の規模

は，側溝心々で8.5m，路面幅は7.3mである。

阿弥陀浄土院跡(第183-21次)の関査 左京二条二坊十坪の東北部にあたる。西方70mの地で

行なわれた第80次調査では，法華寺阿弥陀伶土院に関連する遺構を検出したので， 今回も関連

の遺構の出土が期待された。調査の結果，掘立柱建物を H液検出したが.阿弥陀浄土院との|刻

連は不明である。

右京九条大路・坪境小路(第125・5次)の調査 九条大路と西-t'i々 問東小路の交点にあたる。

九条大路北側溝の南屑と，西一坊々問東小路西側併を検出した。

lJG;irで;LiltuuidH:7LiA
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左京二条坊十四坪発抑制査遺構変造図
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3.平城京内寺院の調査

西大寺境内の調査 西大寺の防災工事にともなう事前調査である。調査は，護国院東北の貯水

槽から東塔跡の東を通り，本堂と護摩堂に至るト レンチを.1区~刊区に設定して行なった。

古墳時代から近世までの遺構を確認したが，ここでは主に奈良時代のものについて述べる。

H区では掘立柱塀5条，掘立柱建物 1練，築地 1条.i務2条を検出した。 SD05とSD13の心々

距離は19.5mで，西大寺造営によって廃絶した西三坊々間路の両側耳障の可能性がある。

田区は中央で東西に拡張し，西の拡張区で東塔の八角基底の掘込み地業の一部を確認した。

東の拡張区では築地SA12の北延長部を検出し，北で2度西にふれることが判明した。

N区では，埋土に多量の焼土と炭を含む中世のi砕を検出した。これは. 1502年(文也2)の

西大寺焼亡にかかわる組め戻し土と考えられる。

本年度の調査により，東塔の基礎1也業，西大寺造営以前の右京一条三坊六坪の宅地遺構，西

三坊々問絡について確認することができた。また，下層に古墳時代の遺構があることもわかり，

中世以降の西大寺についても手がかりが得られた。多くの造物の中では，西大寺創建に関わる

軒瓦の良好な資料が得られ，二彩・ 三彩のものがあることか瀧認できたことが特筆される。

(玉田芳英)

({) 

西大寺境内発掘調査位置図 ・主要遺構図
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1987年度 平城宮跡発抑制査部制査一覧

iOlJ査地区 逃跡・調査次数 ff，j 査期 1111 f~J査(m'而)42i <<Ii ;15' 

6ABL-D 平械7J}; tii157次補 88. 6.10-7.10 100 朱彼門*剖i

6ABL-A'B 平域宮第175次 88. 5.]2-7.]0 2.100 兵器l省

6ALP-G'H 平減s-第182次 88. 9.24 -11. 25 1.320 造j商司

6AFN-F 平減'8' 第183-1次 88. 5. 6-5.20 280 左京四条一坊十五坪

6BSD 平城京第183-2次 88. 5. 8-5.16 90 西大寺西而雨門推定地

6ABN-H 平城宮第183-3次 88. 5.11-12. 5 12.5 平城宮北方遺跡

6BFK-H 平城京第183-4次 88. 6. 4 8 法務寺|日境内

6AFV 平成宮第183-5次 88. 6.10-6.11 9.6 平城宮北方ili跡

6AGU 平城8 第183-6次 88. 6.29-7. 1 27 。

6BFK-E 平城京第]83-7次 88. 7. 6-7.10 20 法華寺旧境内

6AFV 平城宮第183-9次 88. 8.24-8.28 16.5 平減宮北方巡跡

6AFE-F 平城京第183-10次 88. 9.10 130 左京二条凶坊二坪

6ACO-F 平減宮 第183-11次 88. 9.10-9.16 24 馬寮地区北方

6AGU 平城宮 第183-12次 88. 9.24-9.26 15 平減宮北方遺跡:

6ADA-K 平城宮 第183-13次 88. 8.24-8.25 18 宮内西北|明

6AGA-G'L 平城京第183-14次 88.10.2-10.15 150 右京一条二坊六坪

6ADB-K 平減宮 m;183-15次 88.10. 5-10.7 18 馬寮地区北方

6ADA一I 平城京第183-16次 88.10.19-10.21 13 平城宮北方遺跡

6ADA-K 平城宮第183-17次 88.10.22ー10.24 3 宮内西北隅

6AGD-1 平城京第183-18次 88.10.26-11.14 425 右京二条三玖iー坪

6AGU 平城宮第183-19次 89. 1.21- 1.26 30 平以宮北方遺跡

6BFK-N 平減京第183-20次 89. 3. 3 9 法華寺|日;境内

6AFF-I 平減京第183ー21次 89. 3.10-3.22 94 阿弥陀ゆ土院

6ACB 平減宮第183-22次 89. 3.24 - 3.30 12 馬寮地区北方

6AFI-S 平城京第184次 88.4.1-9.6 6.000 左京三条二:!:jj七坪

6ABK-B 平減宮第185次 88. 7. 1-9. 4 800 第一次朝}i'h院東南部
6ABL-A 

6AFI-S'T 平減京第186次 88. 9. 7-89. 3.31 5.350 左京三条二坊二 ・;¥:1平

6AAO-S 平減宮第187次 88.11.24-12.23 350 内裏東北|偶

6AFF-C'F 平城京第189次 89. 2. 1- 4.15 1.430 左京二条二:!:jj十四坪

6AIM 平城京第125-5次 88.7.15-7.23 70 九条大路坪境小路交点

6BSD 西大寺 次数外 88. 7.20-8.19 324 西大寺境内
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